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○「国総研レポート 2023」の主な内容 
・巻頭クローズアップ 
・各研究部・センター⻑からのメッセージ 
・研究動向・成果 

1. 国⼟を強靱化し、国⺠のいのちと暮らしをまもる研究 
      2. 社会の⽣産性と成⻑⼒を⾼める研究 
      3. 快適で安⼼な暮らしを⽀える研究 

・災害対応の⽀援 
・現場技術⼒の向上の⽀援 
・データの収集・分析・管理、社会への還元 

※⽬次は別紙をご参照ください。 
 

国総研ホームページ内の以下 URL よりご覧ください。 
（６⽉ 13 ⽇ 15:00 公開予定） 
https://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/2023report/index.htm 
※HP にはアンケートフォームを設置しております。 

本レポートに関する多くのご意⾒・ご感想お待ちしております。 
 

 

 

○国総研レポート 2023 は、国総研の研究活動の理念、2022 年に進めてきた 

研究活動や成果および今後本格化しようとする取り組みを幅広く紹介する、 

研究活動のいわゆる「総合カタログ」です。 

○巻頭クローズアップでは、重要課題となっているインフラ分野の DX を 

進めるための研究やグリーン社会実現に向けた取り組みなど、各分野の 

旬の話題を紹介しています。 

（問い合わせ先） 
○国⼟技術政策総合研究所 企画部 研究評価・推進課 

（つくば地区研究分野）課⻑ ⻄⼭ 正倫   研究情報係 園部 悠 
TEL：029-864-2675  E-mail: nil-publications2675＠ki.mlit.go.jp 

○国⼟技術政策総合研究所 管理調整部 企画調整課 
（横須賀地区研究分野）課⻑ ⻑尾 亮太   専⾨官 岩瀬 美奈⼦ 
TEL：046-844-5019  E-mail: ysk.nil-46pr＠gxb.mlit.go.jp 
 

 

資料配布の場所 
1. 国⼟交通記者会 
2. 国⼟交通省建設専⾨紙記者会 
3. 国⼟交通省交通運輸記者会 
4. 筑波研究学園都市記者会 
5. 横須賀市政記者クラブ 
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国総研の研究活動の最前線 
～安全・安心で活力と魅力ある国土と社会の実現のために～

 

 本誌では、国総研の研究活動の３つの重点分野ごとに、最新の研究活動を幅広く紹介

します。この中でも代表的な取り組みをクローズアップし巻頭で紹介します。 

 社会の生産性と成長力を高める研究 

研究動向・成果をP.76から紹介

研究動向・成果をP.48から紹介

 P.５  下水道管路模擬施設を用いた点検調査機器の性能比較・評価 

 P.６  AI等新技術を活用した河川管理施設の維持管理の効率化 

 P.７  土砂災害分野におけるL積率法を用いた解析雨量プロダクトの確率化手法 

 P.９  災害・不具合への迅速な技術支援 

 P.１０ 老朽建築物の合理的な更新に向けて－既存杭を含む地盤の性能評価法の開発

 P.１３ リスクに基づいた新たな施設設計へ向けた第一歩

－港湾施設に作用する外力を確率的に評価する－ 

 P.１５ 地震に強い空港を目指して

 P.８  自動運転の実現･普及拡大に向けた道路からの支援 

 P.１４ 港湾分野における技術基準類の国際展開方策に関する検討

～我が国の技術基準のベトナム国家基準への反映に向けた取り組み～ 

 P.１６ インフラ分野のＤＸに資する公共調達制度

 P.１７ インフラ分野のDXを進めるための研究

 P.１１ “先回り”して空き家の管理不全化を予防するために

 P.１２ “新たなモビリティ”を活用した郊外住宅市街地における移動環境向上技術の開発

 P.１８ グリーン社会の実現に貢献する調査研究活動

国土を強靱化し、国民のいのちと暮らしをまもる研究

重点的に取り組む研究分野 

 

研究動向・成果をP.95から紹介

１ 

2 

快適で安心な暮らしを支える研究 ３ 

国総研の研究活動の最前線
～安全・安心で活力と魅力ある国土と社会の実現のために～
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 P.９ 災害・不具合への迅速な技術支援
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研究動向・成果をP.95から紹介

１

2 

快適で安心な暮らしを支える研究３

下水道管路模擬施設を用いた点検調査機器の性能比較・評価

地方公共団体は、膨大な下水道管路施設を抱えており、労力・予算等の制約から、十
分には点検調査が進んでいません。下水道管路施設の点検調査の省力化・効率化を目
指して、点検調査機器の技術開発の推進と開発された新技術の活用を促進します。

社会背景と課題

研究内容

下水道研究部

下水道管路施設の効率的な点検調査により、
道路陥没のリスク低減や地方公共団体の負担減に寄与。

下水道管路模擬施設

下水道管路施設の点検調査機器の性能を明確化
するため、下水道管路を模擬した実験施設（下
水道管路模擬施設）を2021年度に設置し、
2022年度に実験を開始した。

大口径管路での点検調査用ドローンの実験

•下水道管路施設については、下水道管理者である地方公共団体自らが維持管理業務を実施する場合が多
く、調査速度の向上や調査困難箇所での導入等、点検調査機器の技術開発に対するニーズが高い。

•民間企業による技術開発や地方公共団体における新技術の活用を促進するためには、実証データをもと
に機器性能を明確化することが重要であるが、実際の下水道管路施設を用いた性能試験は、点検調査機
器の紛失リスクがあるとともに、現場条件が異なることから、実施が難しい。

下水道管路模擬施設の俯瞰図

【施設の主な構成】

○圧送管
塩化ビニル管, 口径 150mm及び300mm

○小口径・大口径管路
鉄筋コンクリート管, 口径 200mm～800mm
継手ズレや横断クラック等、下水道管路内に発
生する様々な異常を再現できるほか、貯水タン
クや送風機を使用することで水流や管内風も再
現でき、点検調査機器の定量的な評価が可能。

大口径管路については、流量・水位・有毒ガス等の理由
から点検調査が進んでいない箇所が存在しており、点検
調査機器の技術開発が喫緊の課題となっている。代表的
な点検調査機器である自走式テレビカメラは土砂堆積箇
所で進行できないなどの課題があることから、点検調査
用ドローンが開発されている。その点検調査用ドローン
の飛行・調査性能について、現地実験の難しさゆえ定量
化されている点が少ないことから、下水道管路模擬施設
を用い、飛行・調査性能の確認・比較実験を実施した。

【点検調査用ドローン実験の構成】
○長時間飛行実験： 連続飛行時間や飛行延長を調査
○性能比較実験： 周辺環境（水位、風速）が変化した場

合の飛行・調査性能を比較

大口径管路を用いた実験

大口径管路における点検調査用ドローン
の実験状況
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